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２０２６年度学力試験問題の 

「出題意図」・「解答例又は評価ポイント」について 

 

数 学 【昼間コース 一般選抜：前期日程】 

 

⼤学⼊学共通テストではみることができない、問題解決にいたるプロセスをみることに
主眼を置いている。ただし、記述式⽂章題のみではバランスを⽋く恐れがあるので、⽳埋め
問題も配置している。 
 

 出題意図 解答例又は評価ポイント 

I 
第⼀群・第⼆群 
共通 

ベクトル、対数関数、数列
などに関する基礎的能⼒
および応⽤⼒をみる。 

（解答例） 
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II 
第⼀群・第⼆群 
共通 

積分法に関する基礎的能
⼒および応⽤⼒をみる。 
 

（評価ポイント） 
与えられた関数のグラフを図⽰するな
どにより、求める⾯積を積分で表すこと
ができるかをみた。また、その積分を正
しく計算できるかをみた。 

III 
第⼀群・第⼆群 
共通 

三⾓関数、積分法、確率な
どに関する基礎的能⼒お
よび応⽤⼒をみる。 

（解答例） 
ሺアሻ  √2 െ 1 
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 出題意図 解答例又は評価ポイント 

IV 
第⼀群 

解と係数の関係、整数の性
質などに関する基礎的能
⼒および応⽤⼒をみる。 
 
 

（評価ポイント） 
(1) 解と係数の関係を⽤いて、𝛼 ൅ 𝛽 お

よび 𝛼𝛽 を 𝑛 の式で表すことができ
るかをみた。また、これらの関係式
から  𝛼 が整数ならば  𝛽 も整数とな
ることが説明できるかをみた。 

(2) (1)の結果から 𝑛 を消去することに
より、𝛼 と 𝛽 の間に成り⽴つ関係式
を求められるかをみた。 

(3) (2)の結果や整数の性質などを使う
ことにより、𝛼 が整数となるような
 𝑛 を求められるかをみた。 

V 
第⼆群 

極限および微分法に関す
る基礎的能⼒および応⽤
⼒をみる。 
 
 

（評価ポイント） 
(1) 導関数を正しく計算できるかをみ

た。 
(2) 極限を正しく計算できるかをみた。 
(3) (1)、 (2)の結果を⽤いて、増減表お

よびグラフの概形がかけるかをみ
た。 

 
 
※ 問題 II、 IV、 V については、結論に⾄る過程や途中計算を書く必要がある。結論が合

っていても思考過程や途中計算が正しいと判断できない場合、正解とならないことがあ
る。また、上記問題については、想定している解答の⼀つに対して出題意図、評価ポイン
トを述べた。 


